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Tablel Experimental Condition

Working Fluid R-134a
Pressure kPaG 300
Inlet
. Mass Flow Rate kg/h 30
Condition -
Quality 0.1~0.4
Heat Load \\% 0~500
Oil Concentration % 1~15
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	１．研究背景・目的

	２．研究方法

	R134aを作動流体とし，各枝管に分配された気液流量の測定を行った．実験装置の概略をFig.1に示す．

	　実験条件をTable1に示す．いずれの条件においても,ヘッダ管からの分岐方向は垂直上方となっている。テストセクションの設計条件は，ヘッダ・枝管ともに円管であり，ヘッダ内径16.4[mm]，枝管内径4.75[mm]，5本の枝管はピッチ18[mm]で，ヘッダ内径の50%の深さまで挿入されている．熱負荷は温水による一様加熱であり，その大きさは温水の温度で調節する．冷凍機油は冷媒と相溶性のあるSUNICE P56を用いた．

	３．１　熱負荷による影響

	　各熱負荷における相対標準偏差をFig.2に，圧力損失をFig.3に示す．乾き度の上昇に伴い相対標準偏差は増加した．圧力損失は乾き度・熱負荷の上昇に従い増加するが，熱負荷400～500[W]では乾き度上昇に伴う圧損の増加率は小さくなった．これは，ドライアウトエリアの拡大により分岐管内を占める気相の割合が大きくなったためであると考えられる．

	　また，Fig.4に一眼レフカメラによる流動様相のスナップショットを示す．(b)は(a)から0.2秒後の画像となっている．このように熱負荷300～500[W]では分岐管からヘッダ管への気相の逆流を確認した．これによりエンド付近で液相が乱れていることが分かる．低乾き度域では全分岐管・高乾き度ではヘッダ後方で逆流が生じ，一部の分岐管でのみ生じる場合　分配に影響を及ぼすと推測される．

	３．２　冷凍機油による影響

	各オイル濃度における相対標準偏差をFig.5に，圧力損失をFig.6に示す．乾き度0.2において，相対標準偏差はオイル濃度の上昇に伴い増加する傾向があり，乾き度0.4では低オイル濃度では減少し10％を超えると再び増加するという傾向を確認した．圧力損失はオイル濃度の上昇にともない増加する傾向がある．


